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 （1-1）全 20巻の CD収録の全音声ファイル （wavファイル）を収録した。 
 （1-2）全 20巻の各巻別のディレクトリに全てのデータを収録した。 







 （DDJD_ALL統合版 V1） 




 （ddjd_kwic_kyotugo_allおよび ddjd_kwic_hogen_all） 
 対訳形式の KWICのテキストファイルも作成 
 
（２）『方言談話資料 』 各巻別のデータを収録 
    01山形・群馬・長野      06鳥取・愛媛・宮崎・沖縄 
02奈良・高知・長崎      07老年層と若年層との会話 
03青森・新潟・愛知      08老年層と若年層との会話 
04福井・京都・島根      09場面設定の対話 
05岩手・宮城・千葉・静岡   10場面設定の対話 
    データの形式：文字化テキスト，音声ファイル（一部に未整備あり） 
 
（３）『方言録音資料シリーズ 』 各巻別のデータを収録 
01鹿児島県鹿児島市      09石川県志雄町 
02宮崎県都城市         10愛知県小牧市 
03鹿児島県笠沙町        11京都府京都市 
04岐阜県垂井町         12沖縄・瀬底島 
05高知県高知市         13静岡市旧大川村-1 
06秋田県男鹿市         14静岡市旧大川村-2 
07鹿児島県上屋久町       15沖縄県八重山鳩間島 
08高知県大方町 
      データの形式：文字化テキスト，音声ファイル（一部に未整備あり） 
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  A場面「近所の知り合いにむかって、ややていねいに言うときはどうですか。」《245-A》 









  O場面「親しい友達」に対する「くだけた形式」 
  A場面「近所の知り合い」に対する「やや敬意のある形式」 
  B場面「この土地の目上の人」に対する「もっとも敬意のある形式」 
1
 間投助詞の全国的な出現状況は、文中の位置 2か所と話し相手の異なる 3場面とを組み
合わせた、下記の 6枚の地図により示されている。 
  第 6集 第 343図 役場になあ、行ったらなあ（B場面） 
  第 6集 第 344図 役場になあ、行ったらなあ（A場面） 
  第 6集 第 345図 役場になあ、行ったらなあ（O場面） 
  第 6集 第 346図 役場になあ、行ったらなあ（B場面） 
  第 6集 第 347図 役場になあ、行ったらなあ（A場面） 


























「343 図 役場になあ、行ったらなあ（B 場面）」を比較しながら、おもな語形について、
その出現状況を概観する。 
2
図 1 「345図 役場になあ，行ったらなあ（O場面）」簡略図 
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                            図 2 
 
 




















ている。これらの地域では「ノ」よりも          図 5 
「ナ」のほうの待遇価が高いと解釈できる。 
 




















                            図 8 
 
























































問」を除く）が接続する項目に、下記のものがある。第 6集の「第 322図 寒いですね（B
場面）」「第 6集 第 324図 寒いですね（A場面）」「第 6集 第 326図 寒いですね（O
場面）」（調査時の質問文は「今日は寒いな」）でも、今回取り上げた「役場になあ」に出現
した間投助詞と同じ形式の終助詞が出現しており、あわせて確認する必要がある。 
  第 4集 第 164図 うん、無いよ 
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  第 4集 第 166図 いや、有るよ 
  第 5集 第 187図 おもしろかったなあ 
  第 5集 第 189図 行ったなあ 
  第 5集 第 191図 いたよ 
  第 5集 第 193図 書いたよ 
  第 5集 第 195図 強かったよ 
  第 5集 第 222図 行くなよ（やさしく） 
  第 5集 第 224図 行くなよ（きびしく） 
  第 5集 第 228図 行きたいなあ 
  第 5集 第 236図 行こうよ 
  第 6集 第 322図 寒いですね（B場面） 
  第 6集 第 324図 寒いですね（A場面） 
  第 6集 第 326図 寒いですね（O場面） 
  第 6集 第 328図 本ですね（B場面） 










■奈良県五條市五條・1923（大正 12）年生まれ（収録時 58歳）・女性 
［1981（昭和 56）年収録］ 
イヤ ワタシカッテナ アノ リョコーノトキノナー キロクナ、 アルバムイ  
ハッテナ シャシン。 ホテー アノー ナニ ショー ト オモテ、 イヤー  
センキョサンノ ミセテモータラナ イヤ コナイ シトイタ オモイデン  







■愛媛県松山市久谷町奥久谷・1914（大正 3）年生まれ（収録時 67歳）・女性 
［1981（昭和 56）年収録］ 
ダイデノー コーヤッテ ナワオノー アノ チャント タグッテノー ホイテ  






■秋田県湯沢市角間・1904（明治 37）年生まれ（収録時 73歳）・女性 
［1977（昭和 52）年収録］ 
オレァエノ バッパヨー シュードバッパ ユーオンダケタ ナンデオ  
オナコ゜ダジダンバ コーエ アノ ヤッコエ ドゴサナ ササルフンデヨ ソエデ  













■東京都台東区・1911（明治 44）年生まれ（収録時 69歳）・男性 
［1980（昭和 55）年収録］ 
トコロカ゜ネー キョ オトトシカナー オテーチャンノ テレビ ヤッテサ ソレデ 
フーゾクコーショー コッチカ゜ ウケモッテサー。 ソーシタラ アレ ハイユーサン
カ゜ シキー フンジメヤーカ゜ッタンダヨ。 コマッチャッテサ。 ソイデ シンブン








■鹿児島県揖宿郡頴娃町牧之内飯山・1902（明治 35）年生まれ（収録時 75歳）・男性 
［1977（昭和 52）年収録］ 
Ｘ10ワ モー ムガシ タイショー タイショーナンネンヂャッタガ タイショー  
チョード タイショー、ヒチハチネンヂャラセンヂャッタロガ アタイカ゜  
カコ゜イメ オッ トッヂャッタデ マダ ショセーノ ウヂ アダイカ゜  
ゲシュクヂュー カヂヤチョーニ アダシャ オッタカ゜ ゲシュクギー  
9
Ｘ11オヂヤ Ｘ10オヂヂャッチュー アスッケ キオッタンヂャ ニチヨービン  
ヒワ  










収録地点 収録時間 ナ系 ノ系 ネ系 サ系 ヨ系 ヤ系 
秋田県湯沢市 28分 49秒 37  0  0  0  22  0  
東京都台東区 34分 51秒 6  0  220  34  0  0  
奈良県五條市 33分 39秒 157  0  1  0  0  0  
愛媛県松山市 31分 48秒 38  100  2  1  0  0  






















































国立国語研究所編（2006）『方言文法全国地図』第 6集 国立印刷局． 
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  (a)佐藤亮一監修（2007）『ポプラディア情報館 方言』ポプラ社 















  （Ⅰ）250～252図「いたそうだ」に現れる伝聞形式 
   （ａ）認識系伝聞形式 
     ソー類：soo＋断定辞 
     ゲ類：ge, ŋe＋断定辞 
     フー類：huu, hu＋断定辞 
     ラシー類：rasii, rasi 
   （ｂ）引用系伝聞形式 
    ・「助詞＋動詞」形 
     トユー類：to juu, to cju 
     テユー類：tte juu, di juu 
    ・縮約形 
     チュー類：cjuu, ccjuu, cju, ccju, zjuu, ttjuu, cuu,ccuu, cu, ccu, zuu, zu ci, cci, cciN, zi, 
zii, 
     チョー類：cjoo, ccjoo, cjo, zjoo,tjo, djoo, djo, ccɔɔ, coo, zo 
     チャ類：cja, ccja, caa, ccaa, zaa, zai, zɛɛ, zɛ 
     テ類：te, tee, tte, ttee, de, ti, ttii, di, dii, ri 
    ・助詞単独形 
     ト類：to, too, do, doo, tu, tuu, ttu, du 
    ・ゼロ助詞形（引用助詞が現れない形） 
     ユー類：juu 
 
 次に、「いたそうだ」の動詞の直後に現れるノダ相当形式を、準体助詞部分の形をもとに




  （Ⅱ）250～252図「いたそうだ」の動詞の直後に現れるノダ相当形式 
    ノ類：noda, N{da, zja, ja, nja}, Nde, teN, N, ne 
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    ガ類：ga, gada, ŋaja, gaNda 
    ト類：zzja 
    ナ類：nada 
    モノ類：moNda 
    φ類：da 
 
 さらに、図 1-2 に見られるノダ相当形式が、どのような伝聞形式とともに現れるのかを
見るために、図 1-3を作成した。 





























ゲ類 165  11  6.7%  
フー類 18  1  5.6%  
ラシー類 24  0  0.0%  
引用系 
伝聞形式 






テユー類 3  0  0.0%  
チュー類 169  16  9.5%  
チョー類 23  4  17.4%  
チャ類 20  1  5.0%  
テ類 55  14  25.5%  
ト類 122  46  37.7%  
























  （Ⅲ）ノダ相当形式 
    ノ類：N{da, daa, zja, zjaa, ja}, Ndaa, no, N 
    ガ類：ŋaja, ŋai, ŋa, ga, ŋaN, gaN 
    ト類：toja, to, toN, (tai) 
    ア類：aNda 
    モノ類：monoda, moN{da, zja, zjaa, ja, jaa}, moN, muN, oNjaa, oN, o 
    φ類：da, daa 
 
  （Ⅳ）伝聞形式 
    ソー類：soo＋断定辞 
    ゲ類：ge, ŋe＋断定辞 
    チュー類：cjuu, cu, ccuu, ci, cci, zu, zua, zi 
    チャ類：cja, ccja 
    テ類：te, ttee 
    ト類：to, toi, do, doo, tu 
 
  （Ⅴ）終助詞 
    ナ行系：na, naa, naaa, naadoo, nai, nare, ne, nee, njaa, nɛɛ, nɛa, neja, ni, no, noo, nosaa 
    ヤ行系：ja, jaa, janoo, jo, joo, jone, jonee, jonoo, ee, enaa, i, ija, ijaa, ine, ino 
    サ行系：sa, saa, see, sɛ, sja, sjaa 
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    ワ行系：wa, waa, wai, waɛ, wanaa, bai, baai, bana, tai 
    ザ行系：ze, zejo, zɛa, zo, zoe, zoo, zjo, zjoo, zzo, zja, zjaga 
    ダ行系：de, dee, dɛ, deba, denaa, denoo, dejoo, do, doo, doojaa, ddoo 
    ガ行系：ga, ŋa, gana, ŋana, ganaa,, ŋanaa, gane, ganee, ganeja, ganoo 
    接続助詞系：karanoo, sukenee, keN, keNnoo, keNnai, kedo, kedonaa, kedomonaa, kitto, 































 図 2-4 は、伝聞形式の回答パターン（述語の構成）とその分布を示したものであるが、
(A)東北中部（岩手・宮城・秋田、山形内陸部）、(B)関東（茨城・栃木・埼玉・千葉・東
京）、(C)東海西部（愛知）、(D)九州南東部（熊本内陸部・宮崎・鹿児島）にまとまった










表２ 「回想の語り」のノダ相当形式（図 2-3）と伝聞形式（図 2-4）の現れ方 
ノダ相当形式 伝聞形式 該当地域 
○ ○ 東北中東部／関東北部 
○ × 東北北東部／東北中西部／中部日本海側／近畿・中国南東
部・四国／九州北西部 
× ○ 東北中部／東海西部／九州南東部 











  (3) 「なに言っとる。ほれは、きんのうのことだ。きょう覚えたことだて。」 
（「そろりそろりと来るわいな」『読みがたり愛知のむかし話』） 
 

































 「方言ももたろう」では、上記の共通語文の 6 つの文を各地方言に訳出している。6 つ
の文の述語部分（①ありました、②行きました、③流れてきました、④帰りました、⑤生
まれました、⑥つけました）に着目し、ノダ相当形式と伝聞形式の出現パターンを表３に





















  （Ⅵ）「昔語り」の文末表現の地域傾向 
    1．関東北部では、ノダ相当形式（ノ類・φ類）・伝聞形式（チュー類）をともに
用いる傾向がある。 
    2．近畿・中国南東部・四国では、ノダ相当形式（ノ類）を多用する傾向がある。 
    3．九州北西部では、ノダ相当形式（モノ類）を多用する傾向がある。 






































































































































































































































































































































ノダ 伝聞 使用形式 ノダ 伝聞 使用形式 ノダ 伝聞 使用形式 ノダ 伝聞 使用形式 ノダ 伝聞 使用形式 ノダ 伝聞 使用形式
01-1 北海道函館市 ノ ○ イダンデスト ○ イッタドサ ○ ナガレデキマシタドサ モッテカエリマシタ ウマレテキマシタ ○ ツケマシダド
01-2 北海道名寄市 ノ ◆ イタンダソーダヨ ノ ○ イッタンダト ノ ◆ ナガレテキタンダソーダ モッテカエッテ＝ ウマレマシタ ツケマシタ
01-3 北海道静内郡静内町 オリマシタ ユキマシタ ナガレテキマシタ カエリマシタ ウマレマシタ ツケマシタ
02 青森県五所川原市 ○ アッテイダド ○ イッダド ○ ナガレデキダド ○ モッテキタド ○ ウマレデキダド ◎ ツケダッズ
03-1 岩手県花巻市 ○ イダッタド ○ イッタド ○ ナガレデキダド ○ ケーッタド ○ ウマレテキタド ○ ツケタド
03-2 岩手県花巻市 ○ アッタドサ ○ イッタド ○ ナガレデキタド ○ カエッタド ○ ウマレダド ○ ツケタドサ
03-3 岩手県宮古市 ○ イダード ○ イッタード ○ ナガレデキタード ○ モッテカエッタード ○ ウマレダード ○ ツケダード
04 宮城県気仙沼市 ○ アッタドッサー ○ イッタドッサー ○ ナガレデキタドッサ ○ ケーッタドッサー ○ ウマレダドッサー ○ ツケダドッサー
05 秋田県横手市 ○ イデァッタド ○ イッタド ○ ナガレデキタド ○ カエッテキタド ○ ウマレダド ○ ツケタド
06 山形県東田川郡三川町 ○ イッダケドヤー ○ イッダッケドヤー ○ ナガレデキタッケドヤー ○ ケタッケドヤ ○ ンマレテキタッケドヤー ○ ツケダドヤ
07-1 福島県大沼郡会津美里町 ○ イダッダド ○ イッタト ○ ナガレテキタド ○ ケッテキタド ○ ウマッチャド ◆ ツケタソーナ
07-2 福島県大沼郡会津美里町 φ ○ イタダド φ ○ イッタダド φ ○ ナガッチェキタダド φ ○ カエッタダド φ ○ ウマッタダド φ ○ ツケタダド
08 茨城県水戸市 ノ ○ スンデイタンダド ノ ○ イッタンダド ノ ○ ナガレテキタンダド ノ ○ カエッタンダド ノ ○ ンマレタンダド ノ ○ ツケタンダド
09 栃木県さくら市 ノ ○ イダンダド ノ ○ イッタンダド ノ ○ ナガレテキタンダド ノ ○ ケーッタンダド ノ ○ ウマレダンダド ノ ○ ツケタンダド
10 群馬県吾妻郡中之条町 φ ◎ アッタダッチューヨ φ ◎ イッタダッチューヨ φ ◎ ナガレテキタダッチュー φ ◎ ケーッタダッチュー φ ◎ ウマレテキタダッチューヨ φ ◎ ツケタダッチューヨ
11 埼玉県秩父市 ○ アッタトサ ○ イッタトサ ノ ○ ナガレテキタンダト ○ ケーッタト ◎ デキタッツーヨ ノ ○ ツケタンダト
12-1 千葉県市原市 φ イダダ φ イッタダ φ ナガレテキタダ ケーッタラ＝ φ デデキタダ φ ○ ツケタダッテヨ
12-2 千葉県銚子市 ◎ イタッチュヨ ◎ イッタチュヨ ◎ ナガレテキタッチュヨ ◎ モッテキタッチュヨ ◎ ウマレタッチュヨ ◎ ツケタッチュヨ
13 東京都港区 アリマシタ ユキマシタ ナガレテキマシタ カエリマシタ ウマレマシタ ツケマシタ
14 神奈川県秦野市 イマシタ イキマシタ ナガレテキマシタ ケーリマシタ ノ ○ ウマレタンダトヨ ノ ○ ツケタンダトヨ
15-1 新潟県三条市 ○ イラッタッテヤ ○ イガッタテヤ ○ ナガレテキタッテヤ ○ ケーラッタッテヤ ○ ウマレテキタッテヤ ○ ツケラッタッテヤ
15-2 新潟県十日町市 ○ アッタト ○ イッタト ○ ナガレテキタト ○ カエッタト デマシタ ○ ツケタトサ
15-3 新潟県佐渡郡真野町 ○ アッタト ○ イッタト ○ ナガレテキタト ○ カエッタト デマシタ ○ ツケタトサ
16 富山県南砺市 ○ イヤッタトヨ ○ イキャッタトヨ ○ ナガレテキタトヨ ○ カエリャッタトヨ ○ ンマレタトヨ ○ ツキャッタトヨ
17 石川県金沢市 アリマシタ ユギマシタ ナガレテキマシタ カエリマシタ ウマレマシタ ツケマシタ
18 福井県越前市 ノ ○ イタンニャト ノ ○ イッタンニャト ノ ○ ナガレテキタンニャト ノ ○ モッテカエッタンニャト ノ ○ ウマレタンニャト ノ ○ ツケタンニャト
19 山梨県南アルプス市 イテナ＝ イッタ ナガレテキオッタ ケーッタ φ デテキタダ ◎ ツケタッチューヨ
20-1 長野県松本市 ○ イタッテサー ○ イッタッテサー ○ ナガレテキタッテサ ○ ケーッタッテサ ○ ウマレタッテサ ○ ツケタッテサ
20-2 長野県下伊那郡天龍村 アッテヨ＝ イッテヨ＝ ナガレテキテヨ＝ カエッテヨ＝ ウマレテヨ＝ ノ ツケタノヨ
21-1 岐阜県不破郡垂井町 ゴザッタ ノ イカシタンジャ ノ ナガレテキヨッタンジャ カエッテゴザッタ ウマレテッタ ツケヤシタ
21-2 岐阜県揖斐郡藤橋村 ○ オッタト ○ イッタト ○ ナガレテキタト ○ モドッタト ○ ウマレタト ○ ツケタト
22-1 静岡県静岡市 イテ＝ イッタ ナガレテキタ キャーッタ ウマレタ ツケタ
22-2 静岡県浜松市 φ アッタダネ φ イッタダネ ナガレテキテナ＝ φ カエッタダヨ ウマレテサ＝ φ ツケタダ
23 愛知県名古屋市 ゴザッテ＝ ★ イカシタゲナ ナガレテキテ＝ ★ キャーラシタゲナ ★ ウマレタゲナ ★ ツケサシタゲナ
24 三重県尾鷲市 ◎ オッタトユーワイ ◎ イッタトユーワイ ノ ◎ ナガレテキタンジャッチューワイ ◆ カエッタソージャイ ノ ◎ ウマレテキタンジャッチューワイ ノ ◎ ツケタンジャトユーワイ
25 滋賀県大津市 ノ ○ イテハッタンヤテ ノ ○ イカハッタンヤテ ノ ○ ナガレテキヨッタンヤッテ ノ ○ モッテカエラハッタンヤテ ノ ○ ウマレタンヤテ ノ ○ ツケハリマシタンヤッテ
26-1 京都府京都市 ノ イヤハッタンエ ノ ユカハッタンエ ノ ナガレテキタンエ ノ モッテカエラハッタン ノ ウマレタンヤ ノ ツケハッタンエ
26-2 京都府京都市 イハリマシタヨ ノ イッタノ ナガレテキマシタ ノ カエッタン ノ ウマレタンヤデ ノ ツケタンヤ
27-1 大阪府大阪市 ノ ○ オッテント ノ ○ イッテント ノ ○ ナガレテキテント ノ ○ カエッテント ノ ○ ウマレテント ノ ○ ツケテント
27-2 大阪府大阪市 ノ スンデハッテン ノ イカハッテン ノ ナガレテキテン ノ カエラハッテン ノ デテキテン ノ ツケハッテン
28-1 兵庫県姫路市 ノ ○ オッタンヤト ノ ○ イッテント ノ ○ ナガレテキタンヤト ノ ○ モッテカエリマシタンヤト ノ ○ ウマレテキマシタンヤト ノ ○ ツケタンヤト
28-2 兵庫県出石郡出石町 ノ スンドンナッタンダガナ ノ イキナッタンダガナ ノ ナガレテキタンダガナ ノ モッテカエリナッタンダガナ ノ ウマレタンダガナ ノ ツケナッタンダゼ
29-1 奈良県吉野郡十津川村 ノ ○ オッタンヤト ノ ○ イッタンヤト ノ ○ ナガレテキタンヤト ノ インダンヤ ノ ○ ウマレタンヤト ノ ○ ツケタンヤト
29-2 奈良県生駒郡斑鳩町 イタ イッタ ナガレテキタ カエッタ ウマレタ ツケタ
30 和歌山県和歌山市 ノ イタンヨ イキマシタ ノ ナガレテキタンヨ ノ カエッタンヨ ノ ウマレタンヨ ノ ツケタンヤ
31 鳥取県米子市 ★ オーナッタゲナ φ ○ イキナッタダトヤ φ ★ ナガレテキタダゲナ φ ○ カエリナッタダト φ ○ ウマレテキタダトヤ φ ○ ツケタダトヤ
32 島根県松江市 ★ オッタゲナ ★ イキタゲナ ★ ナガレテキタゲナ ★ モドッタゲナ ★ ウマレタゲナ ★ ツケタゲナ
33 岡山県岡山市 イマシタ イキマシタ ナガレテキマシタ イニマシタ ウマレマシタ ツケマシタ
34-1 広島県広島市 ノ ★ オッタンジャゲナ ノ ★ イッタンジャゲナ ノ ★ ナガレテキタンジャゲナ ノ ★ カエッタンジャゲナ ノ ★ ウマレタンジャゲナ ノ ★ ツケタンジャゲナ
34-2 広島県賀茂郡大和町 オリンサッタ イッテンガンシタ ノ ○ ナガレテキタンジャト ノ ★ モドッタンジャゲナ ノ ★ ウマレタンジャゲナ ノ ★ ツケタンジャゲナ
35-1 山口県山口市 ○ オッタトイノ ○ イッタトイノ ○ ナガレテキタトイノ ○ モッテインダトイノ ○ ウマレタトイノ ○ ツケタトイノ
35-2 山口県山口市 オッタイノー ○ イッチャッタトイノー ナガレテキヨッタ インジャッタ ウマレチャッタ ◆ ツケチャッタソーナ
36 徳島県阿南市 ノ ○ アッタンヤト ノ ○ イッタンヤト ノ ○ ナガレテキタンヤト ノ ○ カエッタンヤト ノ ○ ウマレタンヤト ノ ○ ツケタンヤト
37-1 香川県高松市 ノ オッタンヤ ノ イッキョッタンヤ ノ ナガレテキタンヤ ノ モッテインダンヤ ノ ウマレタンヤ ノ ツケタンヤ
37-2 香川県高松市 ノ ○ オッタンヤト ノ ○ イッタンヤト ノ ○ ナガレテキタンヤト ノ ○ モッテカエッタンヤト ノ ○ ウマレテキタンヤト ノ ○ ツケタンヤト
37-3 香川県観音寺市 ノ オッタンヨ ノ イッタンヤ ノ ナガレテキタンヨ モッテキタ ノ ウマレタンヨ ノ ツケタンヨ
38 愛媛県西予市 アッチノン＝ ガ ○ イッタガト ガ ○ ナガレチキタガト ガ ○ インダガト ガ ○ デチキタガト ガ ○ ツケタガト
39-1 高知県四万十市 ◎ オッタツーワヨ ◎ イッタツーワヨ ◎ ナガレテキタツーワヨ ◎ インダツーワヨ ◎ ウマレタツーワヨ ◆ ツケタソーナ
39-2 高知県高知市 ○ オッタト ○ イッタト ナガレテキヨッテノー＝ ○ モッテカエッテキタト ○ デテキタト ガ ○ ツケタガヤト
40 福岡県福岡市 ★ オンシャッタゲナ ★ イキンシャッタゲナ ★ ナガレテキタゲナ ★ カエンシャッタゲナ ★ ウマレテキンシャッタゲナ ★ ツケンシャッタゲナ
41 佐賀県佐賀市 オンサッタ イキンサッタ ﾓﾉ ナガレテキタモンノマイ カエンサッタ ウマレマシタ ツケンサッタ
42-1 長崎県長崎市 ト ★ オッタトゲナ ト イッタトサ ト ナガレテキタトサ ト カエッタッサ ト ウマレタトサ ト ツケタッサ
42-2 長崎県長崎市 ﾓﾉ ★ オンナッタゲナモンノー ★ イッタゲナ ﾓﾉ ★ ナガレテキタゲナモンノー ★ カエンナッタゲナ ★ ウマレタゲナ ★ ツケンナッタゲナ
42-3 長崎県壱岐郡郷ノ浦町 ト ◎ オラシタツタイ ト ◎ イタツタイ ト ◎ ナガレッキタッタイ ト ◎ モドッタッタイ ト ◎ ウマレタッタイ ト ◎ ツケタツタイ
43-1 熊本県熊本市 ﾓﾉ オラシタモンナ ◎ イカシタユーテナ= ﾓﾉ ナガレテキタモンダケン= ﾓﾉ モッテカエラシタモンナ ﾓﾉ ウマレテキタモンナ ト ○ ツケラシタテタイ
43-2 熊本県天草郡苓北町 ﾓﾉ ◎ オラシタチューモンネ ﾓﾉ イカシタモンネ ﾓﾉ ナガレテキタモンネ ﾓﾉ モドラシタモンネ ﾓﾉ ウマレテキタモンネ ﾓﾉ ◎ ツケラシタチューモンネ
44 大分県大分市 ノ ○ オッタント ノ ○ イッタント ◎ ナガレチキタッチ ノ ○ モチカエッタント デチキチナ= ノ ○ ツケタント
45 宮崎県都城市 ★ オイヤッタゲナ ★ イキヤッタゲナ ★ ナガレッキタゲナ ★ モドイヤッタゲナ ★ ウマレッキタゲナ ★ ツケヤッタゲナ
46 鹿児島県鹿児島市 ◎ オイヤッタチワイ ◎ イッキャッタチワイ ナガレッキモシタ モドイヤッタ ンマレモシタ ツケモシタ
47-1 沖縄県那覇市 メンシェービータン イチャビタン ナガリティチャービタン イチャビタン ンマリティチャービタン チキサビタン


























































































































































2 者会話   3 者会話  4 者会話  5 者会話  6 者会話  合計 
12 地点   28 地点   6 地点   1 地点   7 地点   48 地点 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 





『ふるさとことば集成』に含まれる 2 者会話は、次の 12 地点である。しかし、これ
らのなかには、調査員が会話に参加して結果的に 3 者会話になっている談話（下線を
施した地点）が含まれている。それを除くと 8 地点が対象となる。 
 














収録日時 1980(昭和 55)年 8 月 7 日 
収録場所 岩手県遠野市土淵町土淵 土淵地区センターホール 
話題 ご祝儀のこと 
話者 
Ａ 女 1914(大正 3)年（収録時 66 歳） 農業 
Ｂ 男 1917(大正 6)年（収録時 63 歳） 農業 
調査者 
男 （収録談話中に発話なし） 岩手県教育委員会職員 
男 （収録談話中に発話なし） 高校教諭 
男 （収録談話中に発話なし） 
収録時間（CD） 46 分 52 秒 
 
東京都談話資料 
東京都台東区 1980 談話 
収録地点 東京都台東区 
収録日時 1980(昭和55)年3 月13 日 
収録場所 上野公園 東京都美術館 集会室 
話題 年末年始，初午，ほおずき市 
話者 
Ａ 男 1911(明治44)年生（収録時 69 歳） 画版業 
Ｂ 女 1907(明治40)年生（収録時 73 歳） 無職 
調査員 
女 （収録談話中に発話なし） 
収録時間（CD） 34 分51 秒 
  
奈良県談話資料 
奈良県五條市 1981 談話 
収録地点 奈良県五條市（ごじょうし）五條（ごじょう） 




Ａ 男 明治 40 年生（収録時 74 歳） 
Ｂ 女 大正 12 年生（収録時 58 歳） 
調査員 
男 （収録談話中に発話なし） 











①  話者交替があった場合、その冒頭の語詞を、会話参加者別に集計して示す。 












































  岩手県 東京都 奈良県 
直截型 25.8 6 14.5
とりこみ型 74.4 93.8 85.5
合計（％） 100.2 99.8 100
 
      岩手県 東京都 奈良県 
直截型 216 155 142
とりこみ型 75 10 24





























































【図2】会話冒頭部の受話型の出現率 [2者会話：岩手県・東京都・奈良県]   
 
 
 岩手県 東京都 奈良県 
あいづち 132 90 81
繰り返し 13 19 15
指示詞 22 12 15
接続詞・副詞 30 21 24
共話 6 5 5
質問直截返答 13 8 2
直截 75 10 24



























































  岩手県 東京都 奈良県 
非分析的あいづち 119 73 77
分析的あいづち 13 17 4




























     （凡例）分類 1：順接接続詞 2：逆接接続詞 3：理由接続詞 4：副詞 







ソーステ 2 ダケド 1 ソシテ 1
ソスッテ 1 
3 
ホット 1 ホシテ 1




1  ソヤケド 1
2 
デモナ 1 ダカラネ 1  ホタ 1
ンデモ 1 ソイデ 1  ホンナラ 1
3 
ンダガラ 2 ソエデ 1 3 ホンデ 3
ンッデァ 1 ソエデネ 1  ホンデー 2
デネンバ 1 ンデ 1  フンデンー 1
4 
マズ 1 ンデネ 1  ホデ 1





タダ 1 マ 1
ヤッパ 1 トニカク 1 モー 1
ヤッパリー 2 マッタク 1 モ 1
  合計 30 モー 1 モーナ 1
       合計 21 チョード 1
       ヤッパイ 1




























  順接接続詞 逆接接続詞 理由接続詞 副詞 合計（度数） 
岩手県 17 2 4 7 30 
東京都 0 2 15 4 21 








































キーワード：自然談話資料 岩手県遠野市 東京都台東区 奈良県五條市 

























注 3）1 例として、岩手県 32A をあげておきたい。31B に「ハンベァ」という語句が
あるため、32A の「ハンベァッテ」は②繰り返し型にもみられる。しかし、音声
を聞いてみると、32A は、30A の「ガッタルハンベーッテナー」から続いており、
31B を顧慮して「ハンベァ」を繰り返したのではなく、自発話 30A の続きとして
発話しているように聞こえる。そのため、⑦直截型と判断したものである。 
Ｘ6 サンサ キッテ ナラエ、 アノ 
Ｘ6 さんのところへ 来て 習え あの 
カミバ ユッテモラッテアッタ。 （Ｂ ハハハハー） 
髪を 結ってもらっていた。 （Ｂ そうかそうか） 
ソスッテ アノ、 ガッタルハンベー〔38〕 ッテナー。 
そして あの 「がったり半兵衛」 ってね。 
31Ｂ：①ウン ウン ハンベ アッタ アッタ。 
うん うん 半兵衛［自動車］。 あった あった。 
32Ａ：⑦ハンベァ ッテ アノー、 （Ｂ ハンベズンドシャ） ウン 
半兵衛 って あの （Ｂ 半兵衛自動車） そう。 
ジョーヨーシャ エンズンデエ アッタンダ アンドギァナ。 
乗用車［が］ １台、 あったんだ、 あの時はな。 
（Ｂ ウン ウン ウン） アレサ ノシェラレデ 





















2012 年 8 月 25 日. 
沖裕子（2012c）「大規模方言談話資料にみる受話法」「大規模方言データの多角的分析」


















1Ｂ：⑦Ｘ1 オンバ〔1〕ァ ナンボノ、 ナッタ ドギー 
Ｘ1 おばさんは 何歳×［＝に］ なった 時に 
アノ、 ィヨメゴニ ナッタッター。 
あの 嫁に なった？ 
2Ａ：⑥アーレァ Ｘ1 ゴダ〔2〕 ズーリェガラナー、 （Ｂ ウン） 
あれは、 Ｘ1 というのは ずるいからな、 （Ｂ うん） 
ズット アドン ナッテガラダンジェ。 
［嫁に行ったのは］ずっと あとに なってからだぞ。 
（Ｂ ハー） オレド Ｘ2 オンズ〔3〕ド 
（Ｂ そうか） 私と Ｘ2 おじさんと 
ドッキューシェーダンドモナー、 （Ｂ ウン） 
同級生だけれどもな、 （Ｂ うん） 
オリァ ハー〔4〕 ホンートニ ワゲ ワガンネ 
私は もう 本当に わけ［が］ わからない、 
アエズ。 ソステナー （Ｂ ウン） オレノ キョンデァ 
あいつ。 そしてな、 （Ｂ うん） 私の 姉妹は 
オナコ゜バリ ゴニンダンベー。 （Ｂ ウン） 




ソスダ キョーンデーウズデ オレァ エズバンノ 
そうしたら、 姉妹［の］中で 私は いちばんの、 
ソノ オストムゲ〔5〕ダッタオンヤー。 （Ｂ ハハハハー） 
その お人好しだったからさ。 （Ｂ そうかそうか） 
ソンゴンディェ、 （Ｂ ウン） ソノ オレー ナンーヌモ 
そこで、 （Ｂ うん） その 私は なんにも、 
ソンナナ キモ ネァ ッシャネ ウズヌ、 
そんな［＝嫁に行く］ 気も ない、 知らない うちに 
（Ｂ ウン） オヤダンズァ キメダモンダ。 
（Ｂ うん） 親たちは ［縁談を］決めたものだ。 
3Ｂ：⑦ナ ナニノ ゴドナンダ ソノ キモ ネァ、 ドガ 
× なんの ことなんだ、 その、 気も ない とか、 
ナント ユー ゴドァヨー。 ン 
などと いう ことはよ。 うん 
4Ａ：⑥オードゴノ ッキモ ヨメゴノ ッキモ 
男の［いる］ 雰囲気も 嫁の 気［＝嫁になる気］も 
（Ｂ ハハハハハー ソノゴドガー アー） ナ ｛笑｝、 
（Ｂ そうかそうか そのことか ああ） × ｛笑｝、 
ナンニモ エッコーニ ッシャネガッタノヨ。 
なんにも 一向に 知らなかったのよ。 
5Ｂ：①ハー。 ヤパリ ナゴンドマガシェガ。 
そうか。 やっぱり ［結婚は］仲人任せか。 
6Ａ：⑥ナーゴーンドーマガーシェ、 ナ ソッタラー ソリェ、 
仲人任せ、 だ。 そしたら、 ほら、 
キョーンデァウンズデナー、 （Ｂ ウン） 
［親の気持ちでは］姉妹のうちでね、 （Ｂ うん） 
エンズバン ソノ アダマー ケァネー〔6〕ガラ、 
［私は］いちばん、 その 頭［が］ よくないから、 
ヌダヨナ ムンゴデモ トッテー〔7〕 （Ｂ ウン） 
似たような 婿でも 取って （Ｂ うん） 
ウ ソノー、 タモ ハダゲモ イッペ アッカラ ソノ、 
うん その 田も 畑も たくさん あるから その、 
（Ｂ ウン ウン） ササコ゜ヤ〔8〕ッコンデモ タンデデ 
（Ｂ うん うん） 簡単な小屋でも 建てて、 
オグキダッタンダンド。 
［私と相手を］置くつもりだったんだって。 
7Ｂ：①ハー ウン ベッケ〔9〕ニデモナ。 ウン 
ああ、 うん、 別家にでもな。 うん。 
8Ａ：①ウン ソースタ ドゴロァ ソノ、 ノサギ〔10〕ノ 




Ｘ3 ドッカラ エッタワゲダ。 
Ｘ3［＝Ａの夫］の家から ［縁談が］行ったわけだ。 
（Ｂ ウン） ソスタドゴロァ Ｘ3 ァ、 
（Ｂ うん） そうしたところが、 Ｘ3 は 
ソレー、 クラスンデモ、 ユーシュンダッタモンヤ。 
それ クラスでも 優秀だったものね。 
（Ｂ ウン ウン ウン ウン） コートーカンデモ 
（Ｂ うん うん うん うん） 高等科でも 
キューチョダッタガラ。 （Ｂ ハハハハハハー） 
級長だったから。 （Ｂ そうかそうか） 
オラー〔11〕 ゴネンシェノ ドギ、 アノシッタズァ 
私が ５年生の 時、 あの人たちは 
コッ、 コートーニネンデアッタモ。 （Ｂ ハハハハハ） 
×× 高等２年だったもの。 （Ｂ そうかそうか） 
ソステー、 キューチョー ヤッテラ フトダッタガラナー。 
そして、 級長［を］ やってた 人だったからな。 
（Ｂ ウン） オメミダーナ、 ソノ 
（Ｂ うん） ［私の親が言うには］「おまえみたいな、 その、 
アンダマノ ケァネ ヤズ〔12〕ワ、 ソノ 
頭の よくない 者は、 その、 
アンダマノ エー シトサ エンゲンバー、 （Ｂ ウン） 
頭の いい 人に ［嫁に］行けば （Ｂ うん） 
ソノ、 コンドモモ マコ゜モ、 （Ｂ ウン） ヨノナガサー 
その、 子どもも 孫も （Ｂ うん） 世の中に 
ソノ、 マンツ ジューニンナミンデァ ナクッテモ、 
その、 まあ、 十人並みでは なくても 
（Ｂ ウン ウン ウン） デハルヨーナ ヤズ 
（Ｂ うん うん うん） ［世に］出るような 者［を］ 
モズンダガラ （Ｂ ハハハハー） ニダヨーナ ンドーシンデワ 
持つんだから （Ｂ そうかそうか） 似たような 者同士では 
ソノー、 ワガネ〔13〕ンダガラ ンズ〔14〕ンノデ ソノ 
その、 だめなんだから」 というので その、 
オヤンドースカ゜ キメンダワンゲンダ。 （Ｂ ハー） 
親同士が ［縁談を］決めたわけだ。 （Ｂ そうか） 
サイウェァ アソッカラ キタッカラ 
幸い、 あそこ［の家］から ［縁談が］来たから。 
アソゴノ ウンズァ ホンタァ ビンボーンデナ、 （Ｂ ウン） 
あそこの 家は 本当は 貧乏でね。 （Ｂ うん） 
ビンボンデ カシェガネンバ カレネァガラ ホンタァ 




シンデンダンドモ、 （Ｂ ウン） 
［嫁ぎ先としては］つらいんだけれども、 （Ｂ うん） 
コーダノ マコ゜ーワ ソノ、 タメヌァ ソノ 
子だの 孫は その ためには その 
9Ｂ：①アー エガニモ 
ああ 確かに。 
10Ａ：⑦エーンダガラ ッテナ。 （Ｂ ウン ウン） 
［この縁談は］いいんだから ってね。 （Ｂ うん うん） 
ナンヌモ キノ ネァノヌサ。 
［私は］なにも ［結婚する］気の［＝が］ ないのにね。 
（Ｂ ハー） アルドンギ マンッツー、 
（Ｂ そうか） ある時、 まあ。 
オリェ ヨル ネンベット シタドゴロァ ソノ 
私が 夜 寝ようと したところが、 その 
オヤンズド オフグロド デー〔15〕、 
父親と 母親と いて、 
ハナス アッカラー アダレ 
「話［が］ あるから ［ここへ来て火に］あたれ」 
ズワゲダ （Ｂ ウン ウン ウン ウンー） 
と言うわけだ、 （Ｂ うん うん うん うん） 
ミンナ ネデスマッテガラサー。 ッタ、 
みんな［が］ 寝てしまってから。 そしたら、 
キョー オミェオ、 ソステ コーユーンドゴサ 
「今日、 おまえを こういうわけで こういう家へ 
ケル ゴドヌ スッタガラ、 （Ｂ ウン） 
［嫁に］やる ことに したから、 （Ｂ うん） 
アーンダノ コーンダノッテー イャネンデ 
ああだの こうだのって ［文句を］言わないで 
イゲ ッテサ。 
［嫁に］行け」 って［言うの］ね。 
（Ｂ ハハハハー） ソステ、 オヤンダズアー ソノ、 
（Ｂ そうかそうか） そして、 「親たちは その、 
オメエオ アンズッカラ、 ミンデェ 
おまえを 心配するから ［相手を］見て［決めた］。 
オヤンダズノ キメダ メンガンワ〔16〕 
親たちの 決めた ／／／／は 
クルッテルモンデネーガラ、 （Ｂ ウン） エゲヨ 
狂っているもので［は］ないから （Ｂ うん） ［嫁に］行けよ 
キモノンバ エッペァ カッテケッ〔17〕カラ、 ッテサ。 




｛笑｝ （Ｂ ウン） ｛咳｝ ソステ マンツ、 
｛笑｝ （Ｂ うん） ｛咳｝ そして まあ、 
サドサレダワゲダ。 （Ｂ ウ ウン） 
さとされたわけだ。 （Ｂ うん うん） 
ハーデ、 フェンズ スタラ エンダガ 
はて、 返事［を］ したら いいのか、 
フェンズ サネンダラ エンダガ マンツ 
返事［を］ しないほうが いいのか、 まあ 
ワゲェ ワガンネガッタンドモ （Ｂ ウン ウン ウン） 
わけが わからなかったけども （Ｂ うん うん うん） 
マンツ、 ソノママ、ヌ ステ、 ン （Ｂ ウン） 
まあ、 そのままに して、 うん （Ｂ うん） 
ソステ スンバラグ タッタドコ゜ロァナ、 （Ｂ ウン） 
そして しばらく 経ったところがね、 （Ｂ うん） 
オレァ イネァ アドヌ アレァ、 サゲタンデ〔18〕 
私が いない あとで［＝時に］ あれは、 結納［を］ 
スタンダフンダッケ。 （Ｂ ハー） 
した様子だったよ。 （Ｂ そうか） 
ソノ サゲタンデモ ッシャネンダー。 （Ｂ フーン） 
その ［結納の］儀式も ［私は］知らないんだ。 （Ｂ ふうん） 
ソステー、 メァノトースーノ ホンダナ 
そして、 ［結婚の］前の年の、 そうだな、 
ジューエズカ゜ズッコロ ソノー、 サゲタンデダンダンベ。 
11 月頃、 その 儀式をしたんだろう。 
（Ｂ ハー） ツク゜ノトスノ、 カンゾエンデ 
（Ｂ そうか） 次の年の 数え［年］で 
ジュースンズノ トスンダッタモヤー、 （Ｂ ハー） 
［私が］17 の 歳だったもんね、 （Ｂ そうか） 
ィヨ、 ィヨメコ゜ニ ヨゴサエダ ヤンズァ。 





1Ａ：⑦ウチンナカデサ （Ｂ エー） アノー ススハライ ヤルデショ。 
家の中でね （Ｂ ええ） あの 煤払い［を］ やるでしょう。 
2Ｂ：⑥ヤリマス。 
やります。 
3Ａ：①ネー。 （Ｂ エー） デ コレワ コー ナンテ ユーノカナー 




（Ｂ ｛咳｝） ソレゾレノ ウチデ キマッテ ナインダヨネ 





5Ａ：①ネー。 シコ゜トノ ヤリクリ （Ｂ アイマニネ） デネー 
ねえ。 仕事の やりくり （Ｂ 合い間にね） でねえ 
（Ｂ エー） デモ カナラズ イチネンジューノ コノー 
（Ｂ ええ） でも 必ず １年中の この 
ススオ ハラウンダ ッテンデ （Ｂ ハラッテサ スッカリ） 
煤を 払うのだ というので （Ｂ 払ってね すっかり） 
コレワ ナカ゜ヤデモ ヤッタモンネ。 
これは 長屋でも やったものね。 
6Ｂ：①ドコデモ ヤリマシタネ。 
どこでも やりましたね。 
7Ａ：①ネ （Ｂ エー） ホトンド オーダナー オーダナーデ コー 
ね （Ｂ ええ） ほとんど 大店 大店で こう 
デイリノ オトコシューヤナンカ ヤッテ （Ｂ エー） コー 
出入りの 男衆やなんか［が］ やって （Ｂ ええ） こう 
バカニ ケーキヨク ヤルケドネー。 （Ｂ エー エー） 
ばかに 景気よく やるけれどねえ。 （Ｂ ええ ええ） 
エー ナカ゜ヤー ナカ゜ヤデー コドモワ コドモノ オー 
えー 長屋［は］ 長屋で 子供は 子供の ×× 
ミブンデ テダスケ シテネ。 （Ｂ ソー） エー ケッコー。 
身分で 手助け してね （Ｂ そう） えー けっこう。 
ホントニ ススハライッテ スス デンダネ。 
ほんとうに 煤払いって 煤［が］ 出るんだね。 
8Ｂ：⑥デマスヨ （Ａ ネー） タクサンネー。 （Ａ ネー） 
出ますよ （Ａ ねえ） たくさんねえ。 （Ａ ねえ） 
ダッテ モー ドッカラ ドコマデデスモノー。 
だって もう どこから どこまでですもの。 
（Ａ ソーダネー ソイデ） 
（Ａ そうだねえ それで） 
エンノ エンノシタカラ テンジョーカラネー。 （Ａ ソーナンダヨ） 
××× 縁の下から 天井からねえ。 （Ａ そうなんだよ） 
トダナノ オクカラ ナニカラ （Ａ ウン） ナニマデデショー。 
戸棚の 奥から 何から （Ａ うん） 何まででしょう。 
9Ａ：④ソイデ アンナカデー クモノスカ゜ オーインダカラ 




アンナニ クモカ゜ イタノカネー。 
あんなに クモが いたのかねえ。 
10Ｂ：⑥ムカシワ イタンデスヨ。 （Ａ ネー） 
昔は いたんですよ。 （Ａ ねえ） 
ダッテサー アノ ウラノネ （Ａ ウン） 
だってね あの 裏のね （Ａ うん） 
ウラカ゜サー コー エンカ゜ワカ゜ アッテサー （Ａ ウン） 
裏がね こう 縁側が あってね （Ａ うん） 
ソノ シタカ゜ コー トーリン ナッテルデショー。 
その 下が こう 通りに なっているでしょう。 
（Ａ ウン ウン ウン ウン） 
（Ａ うん うん うん うん） 
ジブンノ ウチー ミンナ イロンナ アノー ナスダトカサ ｛笑｝ 
自分の うち［に］ みんな いろんな あの ナスだとかね ｛笑｝ 
インキ゜ンダトカ マイトクノヨー。 （Ａ ウン ウン ウン） 
インゲンだとか 蒔いておくのよ。 （Ａ うん うん うん） 
アサノ オツケノ ミニ ナルヨーニネ。 
朝の おみおつけの 実に なるようにね。 
（Ａ ソー ソー ソー ソー） 
（Ａ そう そう そう そう） 
ソーイ トコロノネー ウエノ ホー ミルデショー。 
そういう ところのねえ 上の 方［を］ 見るでしょう。 
（Ａ ウーン） ト クモノ コンナ オーキーノカ゜ イタワネ。 
（Ａ うーん） すると クモの こんな 大きいのが いたわね。 
（Ａ イタンダナー） ダカラ ムカシワ クモ イマシタヨ。 
（Ａ いたんだなあ） だから 昔は クモが いましたよ。 
11Ａ：①ソーナンダネー。 ソエデ アレー クモダッテネー 
そうなんだねえ。 それで あれ クモだってねえ 
ズイブン シュルイカ゜ チカ゜ウンダナー。 （Ｂ エー） 
ずいぶん 種類が 違うんだなあ。 （Ｂ ええ） 
ダッテー アノー コー ローカノネ （Ｂ エー） エー スミッコ 
だって あの こう 廊下のね （Ｂ ええ） えー 隅 
エンノシタノ スミッコナゾワ アノ サンカクン ナッテッタ 
縁の下の 隅などは あの 三角に なっていた 
トコロエ コー クモノス ヤンデショー。 （Ｂ エー） 
ところへ こう クモの巣 やるんでしょう。 （Ｂ ええ） 
ソーカト オモート エニ カイタ クモノスミテーナー 
そうかと 思うと 絵に 書いた クモの巣みたいなのは 
タイカ゜イ ノキサキダヨネ。 （Ｂ エー） ンー 




ソエデ ソノ ホカニ マタ ダイドコロノ ヨコッパラアタリダト 
それで その ほかに また 台所の 横あたりだと 
ナンカ シラネー イ アノ アヤトリノ イトカ゜ 
何か 知らない × あの 綾取りの 糸が 
コンカ゜ラッタヨーナ スーノ。 
こんがらかったような 巣の。 
12Ｂ：①ソー。 イロンナ スカ゜ アンノネ （Ａ アンダヨネー） 
そう。 いろいろな 巣が あるのね （Ａ あるんだよねえ） 
スニモネ。 
巣にもね。 
13Ａ：①ウン。 ソエデ クモダッテ オーキーンダノ チーチェーンダノ 
うん。 それで クモだって 大きいのだの 小さいのだの 
ウー アノー オシリノ デケーンダノ アシノ ナケ゜ーンダノネ 
うー あのう おしりの 大きいのだの 足の 長いのだのね 
（Ｂ ソー。 エー） ニンソージャー ネー 
（Ｂ そう。 ええ） 人相では ない 
マー クモソーマデニ イッパイ アラーネー。 
まあ クモ相／／／ いっぱい あるわねえ。 
14Ｂ：⑦クモダッテ イロイロ シュルイカ゜ アッテ （Ａ アー） 
クモだって いろいろ 種類が あって （Ａ ああ） 
イロンナ シロイノト クロイノト （Ａ アー アッテネー） 
いろいろな 白いのと 黒いのと （Ａ ああ あってねえ） 
マジッテルダノ ムジダノネ （Ａ ウン） 
混じっている［の］だの 無地だのね （Ａ うん） 
イロイロ イマスヨ。 
いろいろ いますよ。 
15Ａ：③ソンナ ススカ゜ ミンナ イッペンニ イチネンジュー 
そんな 煤が みんな いっぺんに １年中 
デチャウンダモンネー。 （Ｂ エー デモ アレ） 
出てしまうんだものねえ。 （Ｂ ええ でも あれ） 
16Ｂ：④デモ アレデショー。 
でも あれでしょう。 
イマワ コノ トーキョーナンテ ユー トコロワ 
今は この 東京なんて いう ところは 
ソーユー クモナンテ ソー イナインデショ。 
そういう クモなんて そう いないんでしょう。 
17Ａ：②イナイケド アノー ホラ エー ハイトリク゜モ ッテ ユーノ。 
いないけれど あの ほら えー ハエ取りグモ って いうの。 
（Ｂ エー） アノ コーユー グアイニ 




アノー ナンテ ユーノカナー アノー 
あの 何と いうのかなあ あの 
クチバシーミテーナ テー モッテル ヤツカ゜ （Ｂ エー） 
くちばしみたいな 手［を］ 持っている ものが （Ｂ ええ） 
アレ ピョッピョッテ トブンダケドサ。 
あれ ピョッピョッと 跳ぶんだけれどね。 
デ ジッサイニ アノー ンー 
それで 実際に あの んー 
ハイオ コー ツカマエルンダケドサ （Ｂ エー） 
ハエを こう つかまえるんだけれどね （Ｂ ええ） 
ウー ナンカ ツチイロノ クモ アレワ イルネ 







1Ａ：①アー。 （Ｂ ンー） ソノ、 Ｘ1 サントー オンナジ 
ああ。 （Ｂ んー） その、 Ｘ1 さんと 同じ 
＊＊＊デ ソノー Ｘ2 サンモナー。 
＊＊＊で その Ｘ2 さんもねえ。 
（Ｂ フーン。 フン フン フン） アルモー、 ンー、 ワリヤイニ、 
（Ｂ ふうん。 ふん ふん ふん） あれも、 んー、 割合に、 
ノンキソーニ ヤッテ ヤットルラシーナ。 
暢気そうに やって、 やっているらしいね。 
2Ｂ：①アー アー チョーム〔1〕サンナ。 
ああ ああ 長夢さんね。 
3Ａ：③アノヒトモ アシー タタンノヤー。 
あの人も 足［が］ 立たないんだ。 
4Ｂ：①ソー ソー ソー。 （Ａ ナ） セヤケ アタマワナ、 
そう そう そう。 （Ａ ね） だけ［ど］ 頭はね、 
ワルイナイサカイナ。 
悪くないからね。 
5Ａ：①ウン、 ソラ ソー、 アタマ ワルナイ。 
うん、 それは そう、 頭［は］ 悪くない。 
6Ｂ：②アタマ ワルイナイシ ホテ テーガー イゴイテ ジー 
頭［は］ 悪くないし そして 手が 動いて 字［を］ 
カケルサカイナ。 （Ａ ン ソー ソー ソー ソー） ホンデ 




アシダケガ マー イゴ、ケヘン テ ユー、ダケデナー。 
足だけが まあ 動かない と いうだけでねえ。 
7Ａ：①ハー ハー ハー ハー。 カタメーワー ワルインデケド コラー 
はあ はあ はあ はあ。 片目は 悪いんだけど これは 
マエカラヤハカイナー。 
前からだからねえ。 
8Ｂ：①アー メー ワルハンノケ。 
ああ 目［が］ お悪いんですか。 
9Ａ：①ハー。 （Ｂ フーン） ドクガンリューア アノヒトワ。 
はあ。 （Ｂ ふうん） 独眼龍だ あの人は。 
10Ｂ：①アレー。 （Ａ ハー） フーン。 
あれ。 （Ａ はあ） ふうん。 
11Ａ：④セヤケド ソラー、 ソノー、 サイキンニ ワン ナッタワケデナイシ。 
だけど それは、 その、 最近に 悪く なった訳ではないし。 
（Ｂ フン） アノ モー ソラ モー ナラサレトルサカイニ、 
（Ｂ ふん） あの もう それは もう 慣れておられるから、 
（Ｂ フン） ン ヒトツデ モー ジューブン ヨーワ タセルンデ。 
（Ｂ ふん） うん ひとつで もう 十分 用は 足せるので。 
（Ｂ アー） タダ アルカレン チュダケノコトデナー。 
（Ｂ ああ） ただ 歩けない というだけの事でねえ。 
12Ｂ：①フン。 ホンデ アノヒトカッテ モー ソノ タッシャナトキカラナ、 
ふん。 それで あの人だって もう その 達者な時からね、 
マー エー カイタリナ、 （Ａ ソ） センリュー ツクッタリ、 
まあ 絵［を］ かいたりね、 （Ａ そう） 川柳［を］ 作ったり、 
ソンナー アノー シュミー、 モットルサカイナ アナイシテ 
そんな あの 趣味［を］、 持っているからね ああして 
ビョーキン ナッタカッテナー （Ａ アー アー アー アー） 
病気に なったってねえ （Ａ ああ ああ ああ ああ） 
ソレオ マー イキガイニ シテナー。 （Ａ アー ソエデ マー） 
それを まあ 生きがいに してねえ。 （Ａ ああ それで まあ） 
マー ソノー クヨクヨ クヨクヨ マイニチ セントナー、 
まあ その くよくよ くよくよ 毎日 しないでねえ、 
（Ａ アー アー） スゴシテ イケルケォ コレガ ナンーニモ 
（Ａ ああ ああ） 過ごして いけるけど これが 何も 
シュミノナイシト アナイ ナッテ ミナハレ。 モー ホンマニ 
趣味のない人［が］ ああ なって ごらんなさい。 もう 本当に 
ウツビョーニ カカルカダッセ、 （Ａ ダンダン モ スス） 








14Ｂ：①フン。 ソナイ ナリマス （Ａ フーン） ホンデ モー 
ふん。 そう なります。 （Ａ ふうん） それで もう 
アーユーヒトノホーガ、 モー、 ソンナ 
ああいう人の方が、 もう、 そんな 
シュミノナイヒトノホーガナー、 ビョーキ （Ａ フーン） 
趣味のない人の方がねえ、 病気［の］ （Ａ ふうん） 
ススムノ ハヤイシ （Ａ フン） ヨワンノ、 
進むの［が］ 早いし （Ａ ふん） 弱るの［が］、 
ハヨ ナリマスワナー。 
早く なりますよねえ。 
15Ａ：①フン。 ソー。 ソーナル ト オモウワナー。 （Ｂ ンー） 
ふん。 そう。 そうなる と 思うよねえ。 （Ｂ ふうん） 
ンデ アノヒトワー ショーギン スキエ。 （Ｂ アー） 
それで あの人は 将棋が 好きで。 （Ｂ ああ） 
ホナ、 ショーギノトモダチガー、 アノー チョイチョイ 
そしたら、 将棋の友達が、 あの ちょくちょく 
キテクレルソーナー。 （Ｂ ハー） オンデー キテクレントキワ 
来てくれるそうだ。 （Ｂ はあ） それで 来てくれない時は 
ワガメ ヒトリデ サスンヤ。 
自分 ひとりで さすんだ。 
16Ｂ：①アッレー。 （Ａ ハー） ヒトリデ ショーギ デキマンノケー。 
あらあ。 （Ａ はあ） ひとりで 将棋［が］ できるんですか。 
アイテ ドー ｛笑｝ 
相手［が］ ×× ｛笑｝ 
17Ａ：④マー ゴーデモ ショーギデモ デケルラシ アレ シンブンニ 
まあ 碁でも 将棋でも できるらしい あれ 新聞に 
チョイチョイ、 ノットルワナー。 
ちょくちょく、 載っているよねえ。 
18Ｂ：①ハーン。 ホデ コー ウッタラ アイテガ コー、 
はあん。 それで こう 打ったら 相手が こう、 
クル ッチョヨニシテ アイテノブンモ ウチマスンヤロ。 
くる というようにして 相手の分も 打ちますんでしょう。 
（Ａ ソア ソア ソヤ。 ｛笑｝） フーン。 
（Ａ そうだ そうだ そうだ。 ｛笑｝） ふうん。 
19Ａ：④ホンデ、 マー イツマデ イテモー カツモンモ マケルモンモ 
それで、 まあ いつまで いっても 勝つ者も 負ける者も 
デケランカモワカランケドー。 （Ｂ フーン） イヤ コーユー 




キテモ アル、 （Ｂ フン） コーユー テモ 
きて［＝打ち手］も ある、 （Ｂ ふん） こういう 手も 
アル ッチューコトワ （Ｂ フン） ジブンデ ヤッパリ、 
ある ということは （Ｂ ふん） 自分で やはり、 
ヤットリャー ハッケンスルンヤロナ。 （Ｂ アー） イママデ 
やっていれば 発見するんだろうね。 （Ｂ はあ） 今まで 
キー ツカンダケドモ （Ｂ フン フン。 フン） 
気［が］ つかなかったけれども （Ｂ ふん ふん。 ふん） 
コー ナッタトキニワ コー ヤッタラ （Ｂ フン フン） 
こう なった時には こう やったら （Ｂ ふん ふん） 
タスカル ト。 （Ｂ フン） ユーフナコト 
助かる と。 （Ｂ ふん） ［そう］いうふうなこと［が］ 
ワカッテクンネン タブン。 
わかってくるんだ たぶん。 
20Ｂ：①アー。 アンナ ショーギヤ ゴーデモ ソラ モー オクワ フコテ 
ああ。 あんな 将棋や 碁でも それは もう 奥は 深くて 
フコテ （Ａ ｛笑｝） ヘンナモン、 ナー。 
深くて （Ａ ｛笑｝） そんなもの、 ねえ。 
（Ａ ソーラシー ＊＊ヤ） ハテシナイサカイ、 ンー ドコマデー 
（Ａ そうらしい ＊＊だ） 果てしないから、 んー どこまで 
アノー デ〔2〕 モー エー ッチューコト アレシマヘンワナ。 
あの で もう いい ということ［が］ ありませんよね。 
（Ａ アー） ナンボナト、 テー ア アルラシーサカイ。 
（Ａ ああ） いくらでも、 手［が］ × あるらしいから。 
（Ａ アー） ナー。 フーン。 
（Ａ ああ） ねえ。 ふうん。 
21Ａ：⑦ワシラ ソナイ ソー、 ショーギモ アカナー、 ゴーモ 
私［は］ そう その、 将棋も だめなら、 碁も 
ヨー ウタン ナー。 （Ｂ ホー） モ コレ サッパリ ソノ、 
打てない、 ねえ。 （Ｂ ほう） もう これ さっぱり その、 
ソンナハナシ デタトキニワ モー ｛笑｝ タダ 
そんな話［が］ でた時には もう ｛笑｝ ただ 
22Ｂ：⑦ソノカーリ ホカノコト ミナハレ ナンデモ シハリマスワナ。 
そのかわり 他の事 ごらんなさい 何でも なさいますよね。 
23Ａ：①イーヤ ナンデモ ッテユーコト ナイ モ、 ダンダン 













(1)そんな時代もあった の だ 
 したがって，この「の」は，名詞句を形成するためのマーカーとして位置づけられる。
一方，方言によっては，「の」を入れずに述語形式とコピュラをつなぐことができる。 




(3)まだそんなに遅くない の で，いいよ 
 これに対しても，「の」を使わない方言がある。 












 I  全国分布の概観 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  国立国語研究所(1972)「5-206 うし（牛）」『日本言語地図 第 5 巻 解説』（pp.18-21） 
     同 上    「5-206 こうし（子牛）」同上（pp.25-30） 
     同 上    「5-210 もうもう（牛の鳴き声）」同上（pp.30-33） 
  澤木幹栄(1979)「物とことば」徳川宗賢(1979)『日本の方言地図』中央公論社（pp.93-97） 
  佐藤亮一編(2002)「うし（牛）」『方言の地図帳―お国ことばを知る』小学館（pp.248-249） 
    同 上   「こうし（子牛）」同上（pp.254-255） 
 これらの記述には，共通して，牛の鳴き声と牛・子牛の名称との関係と，擬声語の分布
の分析について指摘する内容が含まれている。以下では，図 1・図 2 に佐藤(2002)の略図，
図 3 に澤木(1979)の略図を示しながら，上記の内容を紹介し，論点をまとめておく。 
 
２．１ 牛の鳴き声と牛・子牛の名称の歴史的関係 












































































 『日本言語地図』には，「牛の鳴き声」「ふくろうの鳴き声」「雀の鳴き声」の 3 種類
が収載されている。牛にかかわるデータには，第 5 集に次のものがある。 
   210 図 もうもう（牛の鳴き声） 
   206 図 うし（牛） 
   207 図 おうし（牡牛） 
   208 図 めうし（牝牛） 
   209 図 こうし（子牛） 






















上に登載してある。1 地点に 2 つ以上の語形が併記してあって，しかも，牛の鳴き声，
子牛の鳴き声に関する注記のない場合も，「牛の鳴き声」（凡例 A）どうしの併用








語，牛の鳴き声はのべ 2346 語が回答されており，約 6 倍もの差がある。なお，他に NR が
34，未調査が 132 地点あるが，これらを除外して本稿の分析を進める。 
 この項目に回答された語形のバリエーションについて，多い順に左から並べつつ，牛と












28 24 15 25 24 19 112 6
119
75 76











モーオモー メー メ メー モーーンメーンメーエンモ モーーン
モン






図4 LAJ5-210 図「もうもう（牛の鳴き声）」 
（回答地点の多かった語形 16 位までの内訳） 
 
３．３ 牛・子牛の鳴き声 







































































































































国立国語研究所編(1972)『日本言語地図』第 5 巻，財務省印刷局（1984 再版） 
国立国語研究所編(1972)『日本言語地図 第 5 巻 解説』財務省印刷局（1984 再版） 

















   （和歌山大学） 
 
１．目的と方法 
















〇調査時期：2009 年度 1月 
〇調査地点：全国 2000 の市町村（市町村合併等の関係により、一部公民館を含む）に配布。 

















  調査票の記入内容のチェック 調査結果はインフォーマントの手書きによるので、文字の判 
↓            読を行うなどして、入力のための一定の指示を与える作業が 
↓            必要。 
   ↓ 
  エクセルでデータを入力   業者に委託してフェイスシート情報および調査項目への 
↓            回答をすべて入力してもらう。 
   ↓ 
   校正            業者が入力したデータと、調査票の回答を突き合わせて確認。 
   ↓            入力ミスや指示の見落とし等があった場合には再入力のため 
↓            の指示を出す。 
   ↓ 
  再入力           業者に校正結果を渡して再入力。 
   ↓ 









































布を示したのが図９～図 12 である。 
 これらの中で初めに目につくのは図 10「熱い」であろう。他の地図に比べると、極端に分布が
少ない。一方、分布が最も多いのは図 12「汚い」であり、この２枚の地図にはかなりの違いが見
て取れる。具体的に数字にしてみると、「その他」に分類した回答は、図９で 277 件、図 10 で 69





































































































































































 孤例とは、ある言語地図で１地点でしか出現しない語形のことである。徳川は 2 地点で
出現した語形を 2 例と呼んでいる。数学的に一般化した言い方をすると、ｎ地点で得られ
た語形はｎ例ということになる。 









 そのようにしてグループごとの統計的分布を示したものが、表 1 である。ちょっとわ
かりにくいかもしれないので、表の見方についてすこし説明する。 
 地点数 1600 以下で語形数（その地図に現れた語形の異なり数）が 100 未満の項目は 5
であった（項目数 5）。そして、1 地点のみで使われた語形数の平均は 18.93 である。2 地
点で使われた語形数の平均は 7.5 である。この表はこのように読んでいただきたい。 







用できた項目を通して地点ごとに孤例の数と 2 例の数を計算した。 
 そのうえで、2 例を多く産出した順に地点名と 2 例と孤例の数を表示したのが、表 2 で
ある。なお、すべてを表示すると 2400 地点のほとんどになってしまうので、ここに取り上
げたのは上位 74 地点だけである。 
 この表からいくつかの点を指摘できる。 





 また、琉球地域の孤例の多さも特筆ものである。これは沢木 1988 でも指摘されているこ
とであるが、今回 LAJ の項目の大部分を対象にして確認できたことに意味がある。琉球地
域は 80 地点あるが、孤例数が 2 で、もっとも少ない奄美大島佐仁でも 2 例は 14 ある。孤





 孤例と 2 例の関係で言うと、孤例が多い地点は 2 例も多い。一方で琉球地域の一部のよ
うに孤例と 2 例が相補的に分布していることもある。 









知られているように LAJ の地点番号は 6 ケタの数字で表され、最後の 2 ケタは 5 万分
の 1 の地形図を 10×10 の升目に区切ったときにどこにあるかを示す。6 ケタの最初から
数えて奇数番目の 3 つの数字は南北、偶数番目の 3 つの数字は東西の位置を表す。 
 そこで、2 例の 2 つの地点間の距離はピタゴラスの定理を使って、南北の距離、東西の
距離のそれぞれ自乗を合計したものの平方根で表すことができる。 





 ここで距離 10 であれば、最小の四角形（国土地理院の 5 万分の 1 の地形図）の東西方
向あるいは南北方向の長さということになる。 
 さらに 3 例の地点（3 地点）についても調べてみたい。ｎ例から孤例への連続性を考え
れば、当然のことである。ただし、4 例以上についてはサンプルが少なくなるので今回は
調べない。 




 2 例の 2 地点相互の距離は上に述べた手順で計算できるが、3 例とおなじ条件で比較す
るためにその距離を 2 で割ったものを用いることにする。 




た。3 例の場合には 3 地点それぞれからの距離がばらばらであることが普通だが、ここで
はこの語形を代表するものとして、重心からの距離が最大であるものを記録した。 
一つの項目のなかには、2 例でも 3 例でも語形の数だけの「重心からの距離」があり、
そのなかで最大値と最小値を見つける。さらに平均と標準偏差を計算する。 
こうして調べた結果では、2 例と 3 例に大きな差はない。また、平均の距離もそんなに
大きなものではない。それでは 2 例や 3 例は隣り合うぐらいに近接した 2 地点あるいは 3
地点で生じているのかと言えば、これもそうではないことがわかる。 





















地点数     1600 以下      1600～2199    
語形数  100 未満 100 以上 100 未満 100～199    
項目数  5 16  14 11 
1 地点  18.93 59.2  24.78 68.72  
2～3  7.5 22.8  10.92 26.18   
4～7  4.68 12  6.28 10.18   
8～15  3.5 7.4  4.5 7.72  
16～31  2.62 5  2.35 5.45   
32～63  1.81 4.8  1.64 2.63   
64～127  1.31 2.4  1.07 1.63   
128～255 0.93 0.8  0.28 1.27   
256～511 1.06 0.4  0.5 0.54   
512～1023 0.43 0.2  0.071 0.63   
1024～     0.92 0.27     
          
          
   地点数 2200 以上     
語形数  100 未満 100～149   150～199 200～249  
項目数  20 19  16 9 
1 地点  32.4 59.31  92.62 116  
2～3  16.25 24.63  34.62 42.55 
4～7  8.2 12.89  16.81 24.55  
8～15  5.25 8.42  11.31 16.66   
16～31  3.55 6.21  6.31 9.33   
32～63  3.4 3.63  5.31 5.55   
64～127  2 2.68  3.12 4.33   
128～255 1.4 1.68  2.06 2.11   
256～511 0.9 0.94  1.06 0.88   
512～1023 0.5 1.05  0.75 0.66   
1024～  0.9 0.36  0.31 0.22     
96
表２ 調査地点における 2 例と孤例の語形数 
    2 例 孤例 
2095.60 竹富町波照間富嘉 22 47 
0256.76 大島郡瀬戸内町与路 21 18 
0256.89 大島郡瀬戸内町池地 19 16 
0294.93 大島郡知名町大字瀬利覚 19 13 
2076.99 大浜町字白保（石垣島） 19 21 
1261.16 中頭郡勝連村字平敷屋 18 20 
0340.00 大島郡喜界町早町 18 20 
0275.36 大島郡天城町瀬滝 18 25 
1221.47 島尻郡伊是名村字勢理客 17 19 
0246.48 大島郡宇検村阿室 16 24 
2075.22 竹富町字鳩間  16 18 
2150.07 伊良部村字仲地  16 5 
1232.29 国頭郡国頭村字辺野喜 16 22 
0256.08 大島郡瀬戸内町瀬武 15 18 
0249.17 大島郡喜界町湾  15 22 
1232.75 国頭郡大宜味村字喜如嘉 15 11 
1242.00 国頭郡屋我地村字饒平名 15 18 
0294.66 大島郡和泊町大字和泊 15 18 
2150.17 (宮古)伊良部村字伊良部 15 7 
7659.53 八丈町末吉  15 8 
1241.49 国頭郡名護町字城一班 15 25 
7659.31 八丈町三根  14 10 
1271.20 島尻郡玉城村字奥武 14 7 
0228.96 大島郡笠利町佐仁 14 2 
2072.20 与那国町祖内  14 56 
7659.51 八丈町大賀郷八戸 14 10 
1271.05 島尻郡知念村字久高 14 23 
1231.88 国頭郡今帰仁村字与那嶺 14 29 
1241.96 国頭郡恩納村字名嘉真 13 11 
2067.52 石垣市字平久保  13 22 
5576.60 勝山市下元禄  13 2 
1251.27 国頭郡金武村字金武 13 26 
6413.29 西伯郡大山町宮内 13 3 
8239.31 薩摩郡鹿島村藺牟田 13 10 
6547.79 碧南市字築山  13 3 
1251.04 国頭郡恩納村字恩納 13 24 
 
    2 例 孤例 
1261.01 中頭郡北谷村字吉原 13 4 
9312.42 上屋久町宮之浦中町 12 18 
2085.69 (八重山)竹富町黒島仲本 12 32 
0276.50 徳之島町大字亀徳 12 22 
1211.69 島尻郡伊平屋村字田名 12 33 
0247.31 大島郡宇検村田検 12 17 
0238.55 大島郡竜郷村赤尾木 12 26 
6403.60 八束郡美保関町大字福浦 12 7 
4637.68 岩船郡山北村大字笹川 12 3 
1231.72 国頭郡伊江村字東江上 12 36 
1167.01 島尻郡仲里村字比嘉 12 6 
2141.71 (宮古)平良市字島尻 12 19 
3688.82 酒田市飛島字勝浦 12 2 
5508.19 珠洲郡松波町字小木 11 2 
7659.62 八丈町中之郷向里 11 16 
6550.96 神戸市生田区楠町 6 丁目 11 － 
1156.89 具志川村(久米島)字仲地 11 17 
6397.62 徳山市大字徳山字西今宿 11 1 
2086.03 竹富町字竹富玻座間 11 29 
0237.79 名瀬布入船町  11 10 
6638.14 三浦市三崎町花暮 11 － 
6527.22 一宮市本町 8 丁目 11 3 
2068.08 (宮古)多良間村塩川 11 35 
2076.98 (八重山)大浜町字宮良 11 16 
6595.32 北牟婁郡海山町島勝 11 1 
2074.69 (八重山)竹富町字租納 11 36 
6655.51 賀茂郡松崎町松崎 11 2 
1213.76 大島郡与論村大字茶花 11 26 
7266.60 南松浦郡若松町若松郷 11 － 
1242.22 国頭郡羽地村字源河 11 18 
6458.40 揖保郡御津町室津 11 － 
8229.96 薩摩郡里村里  11 15 
4675.45 西蒲原郡巻町甲  10 5 
8331.12 川内市平佐町加治屋 10 3 
7318.04 熊毛郡上関町大字室津 10 1 
6606.89 愛甲郡清川村宮ケ瀬落合 10 1 
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表３ 2 例と 3例の分布のひろがり 
 
     3 例              2 例 
項 語 最 最  平  標   語 最 最  平  標 
目 形 大 小  均  準   形 大 小  均  準   
  数 値 値  値  偏   数 値 値  値  偏 
            差             差 
   1 36 120   0  22.47   5.50    18 255   3  48.67  15.80  
   5 61 153   0  24.82   5.12    33 227   1  34.45   8.54  
   6 24 252   1  44.25  14.16    12  99   3  30.50   9.33  
   7 69 448   0  37.61   9.36    29 423   3  58.34  16.65  
  12 30  74   2  18.50   3.53    14 218   1  51.71  14.34  
  31 12 228   1  32.83  17.56     6  69   5  22.00   8.92  
  32 35 336   1  26.23  10.83    15 254   3  40.20  15.89  
  36 19 334   2  76.58  22.68    11 373   3  82.09  33.07  
  37  1   2   2   2.00    -                                
  38 18 376   0  74.22  26.15     5 300  18  90.20  47.45  
  39 11 238   0  37.09  19.58     6 160   5  50.67  21.31  
  42 20 390   2  53.50  20.81     4  21   6  11.75   2.88  
  47 11 226   3  87.00  27.82     3 139   2  56.33  34.30  
  48  8 410  12 114.50  45.14     4 248  55 167.00  35.36  
  51  6 103   3  26.33  14.27     3 345  19 129.00  88.19  
  56 22 220   1  22.86  10.16     6  81   3  23.50  11.18  
  57  6  39  12  25.33   4.38     5  60  10  34.00   7.55  
  60  9 210   1  39.22  21.38     8 175   2  59.63  20.44  
  61  6  77   4  27.83  12.44     3 101   5  41.33  24.55  
  63 10 102   1  34.80  10.45    11 104   3  48.00   9.57  
  64 16 275   0  46.81  18.51     7  81   3  32.29  11.07  
  66 28 293   1  54.00  12.94    13 429   5  80.38  31.75  
  67 24  92   2  10.58   3.66    13 279   3  71.38  24.64  
  68  8 161   1  33.38  17.86     7 264   3  81.00  36.70  
  72 10 332   1  47.90  30.33    16  85   1  21.06   6.73  
  74  9  48   1  12.89   5.09     3  68  24  41.33  11.05  
  75 17 310   0  53.41  22.38     7 203   1  63.00  26.12  
  76 17 290   0  47.76  19.52     8 163   1  63.88  20.10  
  80 12 273   1  41.25  20.61     3  40   6  26.67   8.55  
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     3 例              2 例 
項 語 最 最  平  標   語 最 最  平  標 
目 形 大 小  均  準   形 大 小  均  準   
  数 値 値  値  偏   数 値 値  値  偏 
            差             差 
  83 21 148   0  17.67   7.01    15 403   3  95.67  35.14  
  89 21 189   0  36.00  11.11    19 287   1  76.37  20.42  
  90  9 173   2  52.56  20.42     8 270   2 100.00  36.01  
  91 26 155   1  29.58   8.74     9 788  10 120.67  79.61  
  92 10  56   1  16.70   4.95     6  95   1  44.17  14.89  
  95 15 175   0  24.13  11.75     7 134   3  35.29  16.64  
 103 14 236   0  54.36  16.67     3 140   1  57.67  34.40  
 104 11 133   0  22.91  11.44     8 188   3  67.13  21.36  
 105 26 126   0  26.50   6.28    11 215   5  53.00  21.71  
 108  4  76   2  41.75  13.49     2 172   7  89.50  58.34  
 109  5 116   0  33.20  19.46     1 114 114 114.00    -    
 110 16 164   0  31.38  12.85     9  73   3  14.44   7.02  
 111 24  63   0  15.96   3.86    10 143   3  51.70  15.73  
 113 22 206   1  27.50   9.92     7 106   5  32.43  12.52  
 116 23 128   0  25.26   7.06    10 119   2  32.10  11.80  
 117  3  17   1  11.67   4.35                              
 118 24  81   0  19.88   4.70    14 287   4  72.93  20.10  
 119 38 211   0  30.26   7.32     9 246   5  63.44  25.33  
 122 20 243   0  62.95  18.38     7 265   1  69.14  33.42  
 124 12 140   0  28.67  13.15    15 177   3  57.73  12.41  
 125  2 217  26 121.50  67.53     3  61   3  36.33  14.12  
 127  8 304   1  52.25  33.75     4 343  19 116.25  66.31  
 129 34 388   1  49.85  14.59    15 427   4  60.60  27.73  
 131  8  20   2   8.13   2.02     5  94   1  43.40  14.55  
 132  9 148   1  31.22  15.44     8  97   1  28.88  12.01  
 134 14 280   1  63.14  22.71     4 377   7 142.00  75.79  
 135  1   0   0    -      -       1   7   7   7.00    -    
 148  4  26   1  10.75   5.09     6 294  10  90.50  39.29  
 149  6 174   2  36.83  25.19     7 145   3  39.14  17.13  
 153 11 215   1  62.64  22.77     9 412   3  81.44  41.32  
 155 18 391   1  50.33  20.75     9 253   4  42.67  25.28  
99
     3 例              2 例 
項 語 最 最  平  標   語 最 最  平  標 
目 形 大 小  均  準   形 大 小  均  準   
  数 値 値  値  偏   数 値 値  値  偏 
            差             差 
156 31 119   0  21.52   5.22    16 251   5  80.94  19.16  
 157 12  90   2  29.25   9.23     9 176  18  55.56  16.07  
 165  8  55   1  15.50   6.88     3 333  10 119.33  87.24  
 166  9  54   1  11.33   5.22     5 124   7  66.60  17.95  
 169 18 299   0  45.67  18.49     8 383   4 137.38  39.55  
 173  2  12   1   6.50   3.89     1 208 208 208.00    -    
 174 22 116   0  23.68   6.59    10 887   5 140.90  81.04  
 176 20 185   4  43.30  11.71    11 246   7  80.00  19.57  
 179 13 240   1  49.92  19.13     7 510   5  85.71  65.52  
 182 18 144   1  25.89   8.15    10 184   1  63.70  18.23  
 184 22 204   1  40.09  10.96     6 155   4  33.50  22.26  
 185 19 172   2  33.32  10.00     7 172   3  45.71  21.33  
 186 24 106   2  23.25   5.55    17 264   2  31.82  14.66  
 187 24 187   0  20.00   8.60    15 219   5  52.53  15.70  
 188 11  88   1  23.64   9.40    10 235   3  48.50  21.67  
 190 24  54   1  11.08   2.68    12 242   4  39.17  18.79  
 191 13 174   2  25.85  13.48     5 371   6 115.00  58.97  
 192 11  94   0  33.73   9.35     6 316   8  82.17  43.64  
 194 27 233   1  36.37  11.44    14 406   4 106.36  31.80  
 195 20 398   2  54.25  20.29     8 254  12  96.88  33.16  
 200 13 170   0  41.15  15.95     4 153   3  56.75  30.66  
 214 15 376   3 103.13  28.55     6 198  10  63.50  30.33  
 215 17 254   2  42.29  14.98     3  47  26  36.00   4.97  
 216 22 178   0  35.18   9.86    11 410   4 132.55  44.39  
 217 12 275   1  76.58  28.13     9 409   3  96.44  41.94  
 218  7 229   2  39.14  29.57     4 818  30 302.25 152.18  
 219 22 216   0  43.36  13.34    16 213   1  61.56  15.39  
 220 20 276   0  33.30  14.55    12 321   4  70.42  28.24  
 221 30 172   1  25.40   6.97    12 362   4  82.83  34.16  
 222 21 297   0  83.71  21.01    10 274   8 100.80  28.76  
 223 17 137   2  30.00   9.76     9 105   4  43.22  10.88  
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     3 例              2 例 
項 語 最 最  平  標   語 最 最  平  標 
目 形 大 小  均  準   形 大 小  均  準   
  数 値 値  値  偏   数 値 値  値  偏 
            差             差 
228 16 196   0  30.25  14.86    11 373   3  91.45  34.51  
 229 14 325   0 113.36  23.85    12 704  18 309.17  59.60  
 231 10  99   1  29.70  10.86     4 210   8  70.00  40.91  
 233 22 132   1  38.68   8.76    10 128   5  37.70  12.23  
 235 13  72   1  13.54   4.98     6  90  12  39.83  11.31  
 237  4  11   1   6.50   1.79     1 467 467 467.00    -    
 239  1  15  15  15.00    -                                
 240  5  15   3   9.60   1.87     2 126  50  88.00  26.87  
 241 15 206   1  24.60  12.82     4 166  40  80.00  25.16  
 244  3  19  15  17.00   0.94     2  15  15  15.00    -    
 248  7 340   1  62.43  43.61     1   8   8   8.00    -    
 250  3  74   7  29.33  18.24     2 262   9 135.50  89.45  
 252  5  70   2  27.20  13.38     6 325   1  79.00  45.33  
 253  6  16   0   9.83   2.11     6 121   5  59.00  19.53  
261  8  87   1  33.75  10.67     3 135  18  86.67  28.80  
264  4  22   1   8.25   4.11     3  31   8  18.33   5.50  
265  6  92   1  24.83  14.04     6 121   8  58.00  19.95  
 266 14  68   1  16.36   5.43     7 159   6  74.00  19.17  
 268  1  12  12  12.00    -       3  58  11  26.67  12.79  
 284 13  10   2   4.85   0.57     8  80   7  30.00   8.23 
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地点 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
80代 ● ● ● □
70代 ● ● □ □
















   
GAJ第 117図の拡大図    第 1 世代(1891-1906)       第 3世代(1915-1931) 






LAJ は 2403地点と GAJ の 3倍であり，調査時期も 1957～1964 年と，GAJ より約 20









(1)1903 国語調査委員会 → 1905～1906『音韻分布図』『口語法分布図』 
(2)1908 国語調査委員会 → 1923    関東大震災により焼失 
*1927 柳田國男 「蝸牛考」 
*1928 東條操 『方言採集手帖』 
(3)1957～1964 国立国語研究所 → 1966～1974『日本言語地図(LAJ)』 






前述のように，LAJ の話者は 1887～1903 年生まれであることを条件としている。調















図３に LAJ の話者の生年分布を示すが，基準となっていた 1887年より前に生まれた




















































































































































































































ぞれを，第 1世代（1868～1889年生まれ,551 人），第 2世代（1890～1894年生まれ，573






   第 1世代      第 2世代     第 3世代      第 4世代 























 第 1世代(1868-1889)     第 2世代(1890-1894) 
 
 
第 3世代(1895-1899)     第 4世代(1900-1914,36) 














     
第 1世代(1868-1889)     第 2世代(1890-1894) 
 
     
第 3世代(1895-1899)     第 4世代(1900-1914,31) 



















 第 1 世代では，他の世代よりも内部の年齢差が 22 年と広く，その広さが古い方向で





















るが，とりあえず年速 1km と考える。本稿の LAJ の４世代区分において，第 1 世代と



























































































































































                  表１『日本言語地図』データベースの構築状況 


























画像処理 230 82% 94%
チェック用DB作成 229 82% 94%
チェック用DB目視チェック 208 74% 85%







































































































表３ 『日本言語地図』の併用地点数の項目別集計（B/A順） ５５項目 
 
 併用回答の割合（B／A×100） [％] 
 質問項目の枠の下の罫線が太い項目は河西データ８２項目と一致する項目 
 ○印：標準語形が LAJの解説で複数認められている項目 



























































































































































































































































































































げる図 5～20 のとおりである。これらの図には、次の情報を表示してある。 
 
              例 
  項目名        かお（顔） 
地図番号       106 
  項目番号       057 
  共通語形（標準語形） KAO 
  白三角記号△     LAJ に表示されている共通語形（標準語形） 























  X 地域（ △ ）：共通語形（「共」）を下位場面（「下」）でも、上位場面（「上」）でも使
用する地域。方言語形（「方」）は使わない。 
  Y 地域（ ▲ ）：共通語形を上位場面で使用する地域。下位場面では方言語形を使用す
る。＝併用処理地域 




X    Y    Z            X    Y     Z 
上： 共   共   方           カオ  カオ  ツラ 
下： 共   方   方  ←LAJ の位相→  カオ  ツラ  ツラ 
 















X     Z    Y    X 
上： 共 → 方   共   共 
                  ⇒ ↓ ⇒ 
下： 共    方   方   共 
 












 テレビの普及は 1960 年代に入ってからであり、『日本言語地図』の調査は、それ以前、




這う伝播」の様子が認められる地域がある。図 3 の場合、調査は 1980 年前後の調査であ
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2000 年～2002 年調査：通称「危機言語調査」と呼ばれているもので複数の視点から 




 この調査では計 8 冊の調査票を使って 425 項目を調査した。基本的に、従来の調査で対
象にならなかった項目であり、全国的な分布の解明が期待されるものである。主として次
の 3 つの観点から項目を選定した。 
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  ①『日本言語地図』の項目を直接的に補完する項目 
  ② 方言地理学的調査が遅れている分野の項目 












































































































○感動詞    話しかけの言葉、驚きの言葉、失敗したときの言葉、痛いときの言葉、
ののしりの言葉（以上、5 項目） 





















   １、頭に生えている毛を何と言いますか。 
    参考 アカマジ、アマジ、アンモ、オゴシ、カシラ、カシラガミ、カマチ、カミゲ、 
     カミスジ、カミヒゲ、カラジ、カンザシ、ガンタ、クシ、ケバ、コーズカ、 









  ａ．全国で広く使用されている方言形を選ぶ。具体的には、『日本方言大辞典』索引編 
   において、太字で示された語形（本編の見出し語形）で、2 つ以上の使用地域情報 
   が上がっているものを選定した。 
  ｂ．中央語史（文献に基づく）の上で使用された語形、いわゆる古語を選ぶ。具体的 
   には、いちいちの語史研究の成果を利用するとともに、2000 年以降の調査では、 













































































このうち、Ａ・Ｂ・Ｃの分野については、2009 年度に 2 冊の調査票（第 1 調査票 59 項






























この調査でも 2 冊の調査票を用意した。第 1 調査票 46 項目、第 2 調査票 44 項目、計
90 項目である。全体は次のように分類される。 


















































































































  1.1.受託の表現形式 
  1.2.受託時における謙遜表明の必要性＜追加＞ 
  1.3.受託の明言の必要性（⇔謙遜表現のみ） 
  1.4.拒否の表現形式 
  1.5.拒否時における理由説明の必要性＜追加＞ 
  1.6.拒否の明言の必要性（⇔理由表現のみ） 
２．依頼／受託／拒否／感謝：お金を借りる 
  2.1.依頼の表現形式 
  2.2.理由説明の必要性 
  2.3.恐縮表明の必要性 
  2.4.効果補強の必要性 
  2.5.感謝の表現形式 
  2.6.拒否への応答の表現形式 
  2.7.受託の表現形式 
  2.8.感謝への応答の表現形式 
  2.9.拒否の表現形式 
３．命令：静かにさせる 
４．勧め／受託／辞退：食事を勧める 
  4.1.勧めの表現形式 
  4.2.受託の表現形式 
  4.3.辞退の表現形式 
５．謝罪：粗相をわびる 
  5.1.謝罪の表現形式 
  5.2.謝罪への応答の表現形式 
６．依頼：道を尋ねる（中学生の男の子） 
  6.1.依頼行動の有無 
  6.2.依頼の表現形式 
  6.3.依頼の際の気遣い 
７．依頼：道を尋ねる（急ぎ足のサラリーマン） 
  7.1.依頼行動の有無 
  7.2.依頼の表現形式 
  7.3.依頼の際の気遣い 
８．要求：値切る 
  8.1.要求（値切り）行動の有無 
  8.2.要求（値切り）の表現形式 
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  10.1.拒否行動の有無 
  10.2.拒否の表現形式 
  10.3.拒否の際の気遣い 
１１．感謝：落し物を届けてもらう 
  11.1.感謝の表現形式（その場） 
  11.2.感謝行動の有無・種類（後日） 
  11.3.感謝の表現形式（後日） 
  11.4.感謝行動の内容（後日） 
１２．感謝：醤油さしを取ってもらう 
  12.1.配偶者への感謝 
  12.2.息子への感謝 
  12.3.娘への感謝 
  12.4.息子の嫁への感謝 

























































































 LAJDB は，1999 年頃から本格的に取り組みはじめた。現在の状況は上の通りであり，整
備完了の項目は 119 項目，全調査項目数に対する割合は 43％，LAJ として地図化，刊行さ













図２ 山カード サンプル画面 
 
 
図３ 語彙カード サンプル画面 
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図６ シェープファイルの表示（mesh_大，海岸線，都道府県支庁界，調査 PT） 
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図７ Adobe Illustrator形式（AI形式）の基礎図（白地図）の表示（レイヤーを選択表示） 
 
 












８．公開済みの LAJ 関連のデータ 
 LAJ の関連データとして，過去に国立国語研究所「日本語情報資料館」のコンテンツと
して作成し，現在も，国立国語研究所 HP上で公開しているものに次のものがある。いずれ




９．LAJDB 処理済み 119 項目一覧 
 データベースとして利用可能になった 119 項目の一覧を示す。 
 

















           日本方言研究会第85回研究発表会発表原稿集 (2007.11.16) より再録 
『日本言語地図』のデータベース化* 
 





















































































     






















          a     b   c1    c2 d1 d2  e f  g 
 カードの表面  1177.186.6428.76.6.0529.hn.tiff 
 カードの裏面  1177.186.6428.76.6.0529.t0.tiff 
  a: 通し番号４桁，b: 項目番号３桁，c: 地点番号［c1: 前半４桁，c2:後半２桁］， 




























































































                                                   
*日本方言研究会の発表原稿を参照の便のため再録する。記述は 2007年当時のもの。
データ公開などはこの報告書の「『日本言語地図』データベースの概要」の節を参照。 












 共同研究期間（平成 21年 10月~平成 24年 9月）および研究取りまとめ期間（平成
24年 9月~平成 25年 3月）の期間中，以下の公開の共同研究発表会を開催した。 
 










































































３．公開研究発表会 平成 23年（2011年） 3月 17日（木）14:40-16:30 中止 
 
 
４．公開研究発表会 平成 23年（2011年）12月 10日（土）13:50-16:40 











































５．公開研究発表会 平成 24年（2012年）3月 19日（月） 14:45-15:45  
  国立国語研究所 多目的室 
 
（１）日本言語地図』データベースの環境を利用した回答語形の分布に関わる観察 















６．公開研究発表会 平成 24年（2012年）8月 25日 (土) 10:20-17:20 







































現と検討のために行った D. Nettleのシミュレーションの再現の報告をした。 
 
 
７．ワークショップ 平成 24年（2012年）12月 16日（日） 9:30-17:20 




































熊谷康雄  （国立国語研究所時空間変異研究系准教授） 
井上文子  （国立国語研究所時空間変異研究系准教授） 
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（誤） ̶併用現象，標準語形の分布と交通網，方言類似度  ̶






















 （誤）直接型   （正）直截型 
 
44ページ，図の番号 
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